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現
在
、
日
本
全
国
の
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
平
成

4
年
度
で
約

5
、
0
2
0
万
ト
ン
で
、

し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
大
村
市
で
も

ω年
前
の
対
比
で
約
市
倍
の

2
万
5
、
0
0
0
ト
ン
、

こ
の

5
年
間
で
約
ロ
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
年
々
増
加
す
る
ご
み
処
理
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、

年
4
月
か
ら
新
し
い
施
設
で
の
処
理
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
図
り
、
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん

一

し
ま
す
。

() 

ま
た
、
昭
和
引
年
度
か
ら
平
成
7
年

度
ま
で
の
人
口
と
ご
み
の
搬
入
量
の
関

係
を
み
る
と
、
人
口
が
約
1
・
ロ
倍
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ご
み
総
量
は

約
1

何
倍
。
人
口
の
増
加
率
に
比
べ

て
ご
み
総
量
の
伸
び
率
の
方
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
(図
2
)
こ
の
こ

と
は
、
市
民
1
人
が
1
日
に
搬
出
す
る

ご
み
の
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
数
字
を
見
て
も
昭
和
引
年
度
で

は
約
2
4
9グ
ラ
ム
で
し
た
が
平
成
7

年
度
で
は
約
3
1
6
グ
ラ
ム
と
な
り
約

ゆ
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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「

平
成

9
年

4
月
の
稼
働
に
向
け
て
建
設
が

す
す
む
清
掃
セ
ン
タ
ー

f: 

1人1日当たりのごみ搬入量の推移 (年度別)
(図2) 

単位 9

300 

平
成
9

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い

ご
み
袋
を
透
明
袋
に

平
成
7
年
9
月
か
ら
、
ご
み
袋
の
透

明
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
、
が
、
ま
だ
ま

だ
黒
袋
で
の
搬
出
が
多
い
状
況
で
す
。

現
在
の
黒
袋
で
は
、
中
身
が
容
易
に

見
え
な
い
た
め
、
不
審
ご
み
袋
は
開
封

し
て
中
身
を
確
か
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

焼
却
施
設
破
砕
機
施
設
の
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
透

明
な
ご
み
袋
は
内
容
物
が
外
観
か
ら
よ

く
見
え
る
た
め
、

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃

や
せ
な
い
ご
み

・
資
源
ご
み
な
ど
が
混

ざ
っ
て
入
っ
て
い
る
と
き
容
易
に
発
見

で
き
ま
す
。
ま
た
、
収
集
時
の
事
故
防

止
な
ど
も
図
る
こ
と
、が
で
き
ま
す
。

ロ
月
1
日
か
ら
透
明
袋
の
使
用
を
完
全

実
施
し
ま
す
。
円
月
初
日
ま
で
に
買
い

250 

再
資
源
化
物
回
収
推
進
報
奨
金

受
付
制
度
の
ご
利
用
を
!

平
成
5
年
度
か
ら
こ
の
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
す
で
に
1
1
9
団
体
が、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
(図

3
)
の
よ
う
に
、
平
成
7
年
度
で
約
7

4
7
ト
ン
が
資
源
化
物
と
し
て
回
収

・

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ご
み
の
減
量
化
運

動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、
報
奨
金
の

金
額
を
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
2
円
か
ら
1
キ

平
成

5
・
6
・
7
年
度
活
動
状
況

ロ
グ
ラ
ム
5
同
に
改
正
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
制
度
は
、
廃
品
回
収
な
ど
で

回
収
し
た
資
源
物
(
古
紙
類

古
繊
維

類
に
限
り
ま
す
)
に
対
し
て
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
に
報
奨
金
を
出
す
制

度
で
す
。
利
用
す
る
に
は
、
市
に
団
体

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
書
な
ど
は
清
掃
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

(図
3
)
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置
き
の
黒
い
袋
な
ど
は
使
っ
て
、
早
く

透
明
袋
ヘ
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
搬
ス
量
の
推
移

本
市
の
ご
み
の
総
量
は
、
平
成
7
年

度
で
約
2
万
5
、
0
6
0ト
ン
(
図
1
)

で
す
。
ご
み
に
は
、
可
燃
物
と
不
燃
物

(図， ) 

(A+B) 

(A) 

ごみ年間搬入量の推移 (年度別)
単位:千 t
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不
燃
ご
み
集
積
所
の
美
化
を
!

最
近
、
道
路
わ
き
の
集
積
所
が
乱
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
を
調
べ

て
み
る
と
、

①
収
集
日
以
前
に
出
さ
れ
る
ご
み
が
多

い
こ
と
で
す
。
集
積
所
の
美
観
を
損
ね

る
ば
か
り
か
、
通
行
の
邪
魔
に
な
り
ま

す
。
特
に
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
資
源
ご

み
は
、
雨
風
に
よ
り
資
源
物
と
し
て
役

立
ち
ま
せ
ん
。
収
集
日
を
も
う

一
度
確

認
し
て
、
町
内
の
ル
ル
を
守
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
以
外
の
人
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
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ザ
』
存
じ
で

か
?

事
業
所
な
ど

(一

般
家
庭
以
外
)
か

ら
出
る
事
業
系
の
ご
み
は
、
自
分
ら
の

責
任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
町
内
の
集
積
所
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ご
み
が
出
ま
す
と
、
集

ー 2

と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
平
成
7
年
度
の

ご
み
搬
入
量
の
う
ち
、
可
燃
物
は
約
1

万
9
、
7
5
1
ト
ン
、
不
燃
物
は
約
5
、

3
0
9
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
約
m
M
%

を
可
燃
物
で
占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
引

年
度
と
比
較
す
る
と
は
倍
に
も
伸
び
て

い
ま
す
。

②
集
積
所
に
は
出
し
て
は
い
け
な
い
ご

み
が
多
い
こ
と
で
す
。

塵
芥
ご
み
・
不
燃
ご
み
と
可
燃
ご
み

の
混
入
・

ぺ
ッ

卜
の
砂
・
大
型
粗
大
ご

み
・
中
身
の
入
っ
た
も
の
・
危
険
物
・

農
薬
・
タ
イ
ヤ
・
バ

ッ
テ
リ
ー
な
ど
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
、
収
集
し
ま

せ
ん
。
別
の
処
理
方
法
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
市
清
掃
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

t
l
u
 分

別
収
集
が
始
ま
り
ま
す

平
成
9
年
4
月
1
白
か
ら
、
ご
み
の

分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。
現
在
の
不

燃
物
収
集
日
を
資
源
物

(ビ
ン

・
力

ン
古
紙
な
ど
)
と
不
燃
物

(資
源
物

を
除
き
ま
す
)
と
に
分
け
て
月
1
回
づ

っ
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
化
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

積
所
を
管
理
さ
れ
て
い
る
町
内
の
方
々

に
大
蛮
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
か
、
収

集
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
日
に
ご
み
を
出
せ
な
い

人
・
出
し
忘
れ
の
人

・
引
っ
越
し
な
ど

で
大
量
に
出
た
ご
み
な
ど
は
、
直
接
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

ーしご
み
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
市
清

掃
課
(
宮
⑭
3
1
0
0
)

へ

3 
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入
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4
メ
一
」
】
合
メ
毘
桝
寸
l

第
川
内
回
国
際
熱
帯
医
学
マ
ラ
リ
ア
学
会
ヘ
ご
臨
席

奉
送
迎
な
ど
で
の
混
乱
を
避
け
る
害
復
興
概
況
等
ご
視
察

た
め
、
順
路
付
近
は
、
奉
送
迎
場
所
日
月
幻
日
間

長

崎

市
↓
大
村
イ
ン

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

タ
l
↓
長
崎
空
港
(
ご
出
発
)

警
察
官
お
よ
び
係
員
の
指
示
に
従

O
奉
送
迎
集
合
時
間

っ

て

く

だ

さ

い

。

日

月

日

日

俗
、
午
前
日
時
初
分
ご
ろ

皇

太

子

同

妃

両

殿

下

ご

日

程

日

月

幻

日

側
、
午
後
5
時
ご
ろ

日
月
日
日
制団

長
崎
空
港
ご
出
発
↓
お
願
い

大
村
イ
ン
タ
ー
↓
長
崎
市
↓
小
浜
町

O
平
服
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
雲
仙

)

O

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
白

日
月
日
日
出

動

車

は

ご

遠

慮

く

だ

さ
い
。

皇太子皇太子妃殿下ごJI頂踏

長
崎
県
ご
訪
問

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災

長
崎
自
動
車
道

O
一
大
村
イ
ン
タ
ー

ー
凶

※箕島大橋での奉送迎はできません。

それ以外の場所でも、警察官、係員の

指示に従ってください。仁二コ殿下ご順路

天
然
記
念
物

4
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

歴史のまちの文化財大切にしようgITttij.3，!Ut 
=文化財保護強調週間・ 11 月 1 日 ~7 日=

わたしたちのまち大村市には、古い歴史を物語る多くの
文化財が、祖先から伝えられています。わたしたちは、こ
れらの貴重な文化財から先人の足跡を学び、これらを保護
し、後世に伝えていかなければなりません。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

有
形
文
化
財

4
本
経
寺
大
村
家
墓
碑
群

戸?ρ，--"r"内事 4 
18 
楠
本史
正
隆

長跡

無
形
民
俗
文
化
財

4
寿
古
踊名

勝

‘
旧
円
融
寺
庭
園

これらの文化財は、国や県・市の指定を受けています。このほか、まだ多くの史跡などが方々にあります。この機

会に市内の文化財を散策してはいかがでしょうか。問い合わせ 文化課
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)
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4

司
友
畑
町
深
ま
る

昭
和
国
年
に
日
中
定
期
航
空

路
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
毎
年

定
期
的
に
訪
中
し
て
い
る
大
村

市
日
中
親
善
協
会
主
催
の
第
叩

次
訪
中
団
が
8
日
間
の
親
善
訪

中
の
旅
を
終
え
、

ω月
7
Bに

帰
国
し
ま
し
た
。

今
回
三
国
志
の
舞
台
と
な
っ

た
成
都
・
峨
眉
山
な
ど
の
西
南

地
方
を
訪
ね
る
旅
で
、
市
長
を

団
長
と
す
る
公
式
訪
中
団
5
名

も
同
行
し
、
友
好
都
市
開
行
区

へ
の
表
敬
訪
問
な
ど
友
好
親
善

を
深
め
ま
し
た
。

広報おおむら

..r赤い羽根j寵から第1便
赤い羽根共同募金運動が始まった10月1

目、全日空機で「赤い羽根 -空の第1便」
が長崎空港に到着。伝達式には、県西彼東

福祉事務所長、市助役らが出席。2人のスチ

ュワーデスから厚生大臣、中央共同募金会

会長のメ、ソセージが手渡された後、それぞ

れの胸に赤い羽根がつけられました。
(J 

「大村市高輪者参加 -実

践型交通安全教育講習会」

が9月29日 10月138に
行われました。この講習会

は、高齢者の交通事故が増

加しているため、人形を使って飛び出しゃ大型車の左折するときの巻

き込みの危険性などを体験学習しました。

次回の講習会は11月10日(日)(こ計画をしています。65歳以上の人て受

講できる人は申し込んでください。詳しくは総務課 (宮⑮41 1 1)へお問

い合わせください。

(
9
/
お
・
消
防
学
校
)

(9/30・市立病院跡地)

惨
事
故
撲
滅
を
め
さ
し

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
向
上
を
め
ざ
し
て
9
月
初
日
、
第

9
回
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
!
ル
大
会

が
、
市
立
病
院
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
抑
チ

i
ム
、
総
勢
3
2
9

人
か
腕
を
競
い
ま
し
た
。
運
転
技
術

に
負
け
な
い
み
ご
と
な
正
確
さ
で
ゲ

ー
ト
を
通
す
様
は
、
ま
さ
に
安
全
運

転
そ
の
も
の
で
し
た
。

惨高齢者の
事故防止に一役

(9/30・関行区人民政府)

大村市と佐賀県鹿島市との親善パレ ポ

ル大会が9月16日、鹿島市民体育舘と鹿

島小学校体育館で行われました。

この大会は、大村 -鹿島両市のスポーツ

受流を通じて、杷互の親睦と融和を図ると

ともに、国道444号の早期開通に向けて
の運動を推進するため、毎年行っていますO

両市の小学生 -中学生、婦人クラブなど12

チーム (本市から鈴田小、放虎原小、玖島

中、桜が原中、大村婦人クラブ、竹松クラ

ブ)が参加。昼休みには綱引きゲムを行

い、親睦と受流を深めました。

v親接ますます深まる

9
/
市
・
鹿
島
市
)

第

2
回
ア
ジ
ア

ゲ

I
ト
ボ

l
ル
選
手
権
大
会

(
9
/
初・

市
役
所
)

¥

J

M

 

与J

-ゲートボールチームご活躍・

第2回アジアゲートボール選子権大

会(三城チーム・吉田監督ほか6人)

と第6回九州女子ゲートボール選手権

大会(宝満チーム・本田監督ほか6人)

に出場する各メンバーが市役所を訪

れ、田中助役に喜びの報告をしました。

本市のためにも頑張ってきてくださ

(9
/
げ・

市
役
所
)

第
6
回

九

州
女
子

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
選
手
権
大
会
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震度階級が変わりました

階級を
10階級に

震度 O

〈三~

人は揺れを感じなし1。

震度 2

屋内にいる人の多くが揺れを
感じる。電灯などのつり下げ、

4却が、わずかに拒iれる。

震度 5 強

タンスなどの重い家具が倒れ
ることが‘ある。稽i強;されてい
ないブロック塀の多くが崩れ
る。

震度

震度 3

屋内にいる人のほとんどが、
揺れを感じる。棚にある食器
類が、音を立てることがある。

立 っていることが、困難にな

る。かなりの建物で壁のタイ
ルや窓ガラスが破損、落下す
る。

震度は、地震動の強さの程度を表すもので、、震度計を

用いて観測します。

これまで、の「震度5Jおよび「震度6Jは幅が広すぎ
るため、気象庁は、平成8年10月からこれらを2つに分

けて、それぞれ「震度5弱」、「震度5強」および、「震度

6 ~8J 、「震度 6 強」とし、震度階級を 10階級にしました。

観測された震度と、実際に発生する現象や被害との対

応は、およそ次のとおりですが、地盤や地形、建物-構

造物の状態によって異なります。

※この説明は、「気象庁震度階級関連解説表Jから抜粋

したものです。

震度 4

つり下げ物は大きく揺れ、棚
にある食器類は音を立てる。
座りの悪い置物が、倒れるこ
とが、ある。

震度 6 強

立っていることができず、は
わないと動くことができな
い。耐震性の低い住宅では、
倒壊するものが、多¥'¥0

震度 5 弱

棚にある食器類、書棚の本が
落ちることがある。座りの悪
い置物の多くが佃lれ、家具か‘
移動することがある。

震度 7

" 揺れにほんろうされ、行動で
きなし、。耐震性の高い建物で
も、傾いたり、大きく破損す
るものがある。

~ 6 ~ 



d心用の火日ごろの

平成8年11月号

備えて

広報おおむら

災害に

日-15日=

一年のうちで最也火災が発生しやすい時期を迎えました。

財産や生命を一瞬にして奪うこともある火災は、未然lこ防ぐことが大切です。
一人ひとりが、日ごろの生活の中で“火の用心"Iこ心がけましょう。

9 1 1月=秋の全国火災予防運動

2.子ど‘もには、マッチや
ライターで遊ばせない

7.ストーブには、燃えや
すいものを近づけない

6.家のまわりに燃えや
すいものを置かない

U\~ 

5.電気器具は正しく使い
たこ足配線はしない

帆コE

r119番J通報は、
落ち着いて正確に

~サイレンを鳴らします~

消防演習招集サイレン

11月9日出、午前8時

(15秒→6秒休止→15秒)

火災予防運動期間中、午後8時を 「消防の時

間」と定め 1分間サイレンを嶋らします。

t 

H
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
H

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
村
市
は
、
現
在
、
人
口

8
万

実

で

す

。

人・

2
万
7
千
世
帯
が
あ
り
、
消
一
人
で
も
多
く
の
若
い
人
が
、

防
回
目
個
分
団
約
6
2
0
人
の
団
消
防
団
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

員
が
、

「郷
土
愛
護
の
奉
仕
の
精
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

神
」
で
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
奉
仕
精
神

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
を
も
っ
て
入
団
し
て
く
れ
る
こ
と

に
、
日
夜
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
々
、
人
口
の
高
齢
資
格
年
齢
日
歳
以
上
で
あ
っ
て

化
が
進
む
中
で
、
若
い
層
の
人
口
身
体
強
健
の
人

が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
伴
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村

い
消
防
団
に
入
団
す
る
若
い
人
も
市
防
災
対
策
室
(
包
②
2
3
1
6
)

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

消
防
吏
員
採
用
試
験
案
内

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
高
等
学
校
以
上
の
学

校
を
卒
業
(
ま
た
は
平
成
9
年
3

月
卒
業
見
込
み
)
し
た
人

申
込
期
限
日
月
ロ
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村

消
防
署
(
宮
⑫
4
1
3
8
)

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
口

大
村
市
消
防
団
の
夏
季
特
別
教

養
訓
練
が
9
月
辺
日
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

9 f~ 
/ ~ - e 
221 g正ヤ輔おd

J 口

A 
大
村
市 一
グ
フ

、

、 、一、一 世_........-一一一一♂← ーす---'<>

の
参
加
者
は
約
1
5
0
人
、
新
任

団
員
の
消
防
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
の
習
得
、
幹
部
団
員

の
指
揮
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
、
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
さ
せ
る
普
通
救
命
講
習
が
あ

り
、
午
後
か
ら
は
大
村
市
農
協
グ

ラ
ン
ド
で
分
列
行
進
、
ホ
ー
ス
延

長
な
ど
の
実
技
訓
練
が
行
わ
れ
、

参
茄
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

7-



大
村
湾
浮
化
を
考
え
る

環
境
イ
ベ
ン
ト
「
よ
み
が
え
れ
大
村
湾
」

水
質
汚
濁
が
進
む
大
村
湾
の
浄
化
を
考
え
る
環
境
イ
ベ
ン
ト
が
9
月

昨
日
、

市
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
下
水
道
供

用
開
始
市
周
年
足
可
水
道
普
及
率
均

%
達
成
の
記
念
事
業
と
し
て
、
市

が
計
画
。
北
野
大
氏
の
記
念
講
演
や
パ
ネ
ル
展
、
標
語
ポ
ス
タ
ー
展
、

下
水
道
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
村
湾
の
汚
染
が
進
ん
で
い

ま
す
。
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め

に
ど
う
す
べ
き
か

・
ど
う
活
用

す
べ
き
か
と
い
う
内
容
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
(抜
粋
し
て

一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
)

荒
木
長
崎
県
生
活
環
境
部
次
長

hE
MF
-v
O汚
れ
の

崎

よ

-P
4/
原
因
は
、

h
(
¥パ
明

智

剛

〉

a

，rw
m
J
hR
t
生
活
排
水

i
t

唱

が
約
6
割

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
浄
化
対
策
の
た
め
に
、
下
水
道

の、

よ
り
一
層
の
普
及
と
合
併
処

理
浄
化
槽
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に、

平
成
7
年
度
か
ら
新
た
に
叩

か
年
計
画
で
水
質
だ
け
で
な
く
、

山
や
川
な
ど
の
対
策
を
含
め
た
地

域
の
環
境
保
全
を
進
め
て
い
ま

す
。
。
長
崎
空
港
を
拠
点
と
す
る
周
辺

地
域
の
総
合
的
な
整
備
、
「
長
崎

エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
」
を
進
め
て

い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
景
観
の
大

村
湾
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
す
。
こ
の
大
村
湾
の
環
境
保
全

な
く
し
て
は
発
展
し
な
い
と
思
い

ま
す
。

神
近
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
社
長

h

邑・・
・EV
O
本
来
、

・

明
週
明
週
圃
，

川
は
蛇
行

--F↑邑』
臨
陶
nM
し
な
が
ら

4a・
圃
・
・
・
、

自
然
の
力

で
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
浄
化
し
て

い
ま
す
。
河
川
工
事
で
川
底
な
ど

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
、
汚
染

物
が
分
解
さ
れ
ず
に
ス
ト
レ
ー
ト

に
流
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
体
系

に
基
づ
く
工
事
が
必
要
で
す
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
、
世
界
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
浄
化
施
設
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

コ
ス
ト

が
高
く
、
人
工
的
に
き
れ
い
に
し

よ
う
と
す
る
と
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
自
然
の
力
で
や
れ
ば
少
な
く

て
す
む
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
わ

れ
わ
れ
の
す
ば
ら
し
い
財
産
で
あ

る
こ
の
大
村
湾
を
子
孫
に
残
す
責

任
が
あ
り
ま
す
。

O
長
崎
空
港
の
活
用
に
つ
い
て
は

5
、

o
o
o
m級
の
滑
走
路
を
つ

く
り
九
州
の
国
際
空
港
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
海
上
空
港
都
市
に

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

北
野
淑
徳
大
学
教
授

O
東
京
湾

に
比
べ
る

と
大
村
湾

は
き
れ
い

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
切

な
こ
と
は
技
術
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
汚
濁
防
止
の
た
め
生
活
排
水

に
対
す
る
住
民
の
モ
ラ
ル
が
必
要

で
す
。
。
大
村
湾
は
穏
や
か
な
海
な
の

で
、
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

甲
斐
田
市
長

。
下
水
道

計
画
区
域

以

外

で

は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
浄
化
を
図
る
た
め

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
の
増
額

助
成
で
個
人
負
担
を
で
き
る
限
り (9/14・市民会館)

少
な
く
し
て
い
ま
す
。

河
川
に
流
れ
込
む
水
が
、
昔
は

浸
透
し
て
伏
流
水
と
な
っ
て
川
に

流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

豊
か
な
森
が
豊
か
な
海
を
つ
く
る

と
い
う
考
え
方
か
ら
、
「
永
久
の

森
」
を
残
し

「漁
民
の
森
」
構
想

な
ど
に
よ
っ
て
海
の
砂
漠
化
を
止

め
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、
市
民
団
体
に
お
い
て
は
、

合
成
洗
剤
を
粉
せ
っ
け
ん
に
か
え

る
運
動
や
、
小

・
中
学
生
の
人
で

も
熱
心
に
環
境
問
題
を
学
習
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
対
し
て

の
意
識
の
高
揚
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
O
長
期
計
画
で
臨
空
交
流
都
市
の

ま
ち
哨
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
豊
か
な
自
然
が
身
近
に
あ
る

こ
と
が
前
提
で
す
。
大
村
湾
で
楽

し
め
る
釣
り
天
国
や
、
海
に
面
し

た
芝
生
広
場
、
高
齢
者
の
健
康
施

設
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た、

以
前
盛
ん
だ
っ
た
ぺ

l
ロ
ン
を
復

活
さ
せ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

後
藤
長
崎
大
学
教
授
(
ま
と
め
)

す
ば
ら
し
い
大
村
湾
を
、
子
ど

も
た
ち
に
残
す
こ
と
が
私
た
ち
の

責
任
で
す
。
「自
然
は
借
り
物
で

あ
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
、
が

ら
、
皆
さ
ん
の
力
で
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

下
水
道
供
用
開
始
旬
周
年
・
普
及
率
初
%
達
成
記
念
事
業

「
下
水
道
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」
コ
ン
ク
ー
ル

-8-

市
内
の
小

・
中
学
生
を
対
象
に

「下
水
道
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集

を
行
い
ま
し
た

0
4
7
9人、

5
7
6点
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優

秀
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

ポ
ス
タ
ー
の
部

松葉雄太郎(大村小3年)

入
選
杉
尾
浩
史

寺
山
慎

一

梶
本
沙
矢
香

田
上
美
樹

田
中
裕
子

村
田
顕
彦

高
八
重
良
太

平
野
広
大

松
下
亜
佑
美

深
田
湖
士

市長賞

染石健司(萱瀬中l年)

(
萱
瀬
中
3
年
)

(
萱
瀬
中
1
年
)

(
萱
瀬
中
1
年
)

(
西
大
村
小
6
年
)

(
西
大
村
小
4
年
)

(西
大
村
小
3
年
)

(
中
央
小
4
年
)

(
竹
松
小
4
年
)

(竹
松
小
2
年
)

(
三
城
小
4
年
)

標
語
の
部

市
長
賞

「
下
水
道
歴
史
の
町
の
水
清
し
」

佐
藤
萌
子
(
桜
が
原
中
1
年
)

議
長
賞

「生
活
を
や
さ
し
く
支
え
る
下
水
道
」

山
田
美
弥
子
(三
城
小
6
年
)

菅山一前山入
野口原田口 選
谷純真里順
祥平耶美嗣
子

(
大
村
中
3
年
)

(
萱
瀬
中
3
年
)

(三
城
小
6
年
)

(三
一
城
小
6
年
)

(
福
重
小
6
年
)

企議長賞

永森不白松
田佑老川竹
千香恭敦健
秋里志規太

朗

(
大
村
小
5
年
)

(三
浦
小
4
年
)

(
大
村
小
4
年
)

(
三
城
小
3
年
)

(
中
央
小
1
年
)



いじめ

平成8年11月号

心つないで なくそう
=子どもたちの健全な育成を願って=

広報おおむら

今、大村市では、文部省から 「いじめ対策地域連携モ

デル市町村」の指定を受け、さまざまな運動を展開して

います。

特に 1 1月11日'"'-'12月10日には、 県下斉の 「第2

期いじめ根絶強調月間Jが実施されます。本市において
もいじめ問題解消のために、教育委員会や各学校を中心

にして 、家庭、地域社会の協力のもと、次のような取組

を行います。

皆さんのご協力とご参加をお願いします。

いじめ根絶強調月間啓発パレード

日時 11月 11 日 (月 ) 午後 3 時30分~ 5 時

集合場所とコース (晴天時) 天正夢広場→松早石油駅前庖前→駅前アーケード→大村浜屋 ・親和銀行大村支居前

→裁判所前→貞松整形外科病院前→天正夢広場(午後5時解散予定)

※雨天時は、コースが変わります。

参加者 一般市民、県・市教育委員会関係者、 PTA、いじめ対策地域連携推進協議会委員および関係各機関団体など

いじめ根絶に向けての市民討論会

日

場

内

12月 7 日 (封 午後 l 時30分~ 4 時30分

市民会館大ホール

0講演会もしくは演劇鑑賞
。パネルディスカッション

「今、 立ちあがろう子ど もの心を育むために」

各幼 -小 ・中学校のPTAおよび一般市民、

いじめ対策地域連携推進協議会委員および関

係各機関・団体、県・市教育委員会関係者など

時

所

容

参加者

いじめ根絶に向けての子ども集会

日

場

内

11月 20 日制 午後 2 時~ 4 時30分

市民会館大ホールおよび各会議室

0各学校の活動と取組の紹介および質疑応答
。分科会による意見交換など

各児童会および各生徒会本部役員、 引率教員、

いじめ対策地域連携推進協議会委員および関

係各機関-団体、 PTA、一般市民、県 ・市

教育委員会関係者など

時

所

容

参加者

みのがさない=させないしない=いじめは
ー

に

ん

げ

ん

ぜ

っ

た

い

ゆ

る

む

こ
な

川

…
・
い
じ
め
は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
い
で
す
。
い
ま

一

だ
れ
か
を
い
じ
め
て
い
る
人
は

F
.
f

n

…

す
ぐ
に
や
め
ま

i
b
?
¥
ω
ふ
つ
/
虫

し
よ
う
!

術

開

・

0
k
rし
lJ
~

υ

4

川
棚
吋
V
L
A
ん
吃
木
川
じ
ー
イ
ゐ
ご

い
・
い
じ
め
を
知
っ
た
ら

j
U
1
〉
・1
.
C
X
F柿
ハ

本

土

日

蘭

〆

-
A
r
、同
u
e

、、，，

M

リ，，v
d
a
，aFh

』』，《，、.

・

み

み

戸
メ
1

4
司
、
戸
¥
/ハ
ソ
/

T
L『
』

、

一

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
で

/

UU
め
川

/

Q

J

¥

日

ゅ
う
き

i
t
F
f
iI
¥

「
や
め
よ
う
」
と
い
う
勇
気
を
も
ち
ま
し
ょ
う
!
ま
た
、
す
ぐ

い

日

せ

ん

せ

い

い

え

ひ

と

し

い

に
先
生
や
家
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
!

日

》
」
B4

じ

J

》

.

そ
れ
は

「
つ
げ
ぐ
ち
」
で
は
な
く
て
、
友
だ
ち
を
守
る
こ
と
な

日

日

の
で
す
。

い

ひ

と

り

と

う

げ

…
・
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、

一
人
で
な
や
ま
な
い
で
、
お
父
さ
ん
、

い

か

あ

せ

ん

せ

い

き

ょ

う

由

た

い

し

ま

い

と

も

品

主

お
母
さ
ん
、
先
生
、
兄
弟
姉
妹
、
友
だ
ち
な
ど
、
だ
れ
か
に
話

口

一一

ゅ
う
き

い

す
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
!

…
・

「
ド
の
ち
」
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
く
る
し
い
こ
と

…

そ
う
だ
ん

や
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
だ
れ
か
に
相
談
す
れ
ば
、
か
な

い

寸

ち

か

ら

ひ

と

…

ら
ず
力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず
で
す
。

.
 

.
 

ま
も

…
あ
な
た
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

…

わ
す

・

υ

生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
忘
れ
な
い
で
l

ひとりでなやまず
相談してみませんか

-子どもホットライン (県教育庁)

(フリーダイヤル fi0120⑮0606) 

・親子ホットライ ン (県教育センター)

(フリーダイヤル宮0120⑫5311)

・大村市ヤングテレホン (fi⑮1020)

・市少年センタ一 (宮⑪3161)

・市教育委員会 (学校教育課)

(宮⑮4111 内線364)
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わたしたちの生活と税d空ジ
課税所得(単位:万円)

1

15
% 

10% 
700 

課税所得(単位:万円)

1，800 

900 

3，000 

5% 

企住民税の税率

給与収入 課税所得 所得税額

① 400万円 ① 175，000円 ① 14，800円

|比率 l |比率 1 |比率

800万円 3，195，000円 271，500円

|比率 2倍 |比率 18.3倍 |比率 18.3倍

1，200万円 6，725，000円 965，000円

l比率 3倍 |比率 38.4倍 |比率 65.2倍

1，600万円 10，785，000円 1，955，500円

|比率 4倍 |比率 61.6倍 |比率 132.1倍

このように所得税や住民税などは、収入の多い人から、より多くの

税金を納めていただきそれを社会保障や教育の充実などに使うこと

で、所得の再配分が行われているのです。

このシリーズは今回で終わりです。

いままで税金とはどういうものか、また、わたした

ちの生活にどうかかわっているのかをみてきました。

前固までご紹介してきたとおり、税金はわたしたち

の身の回りで大きな役割を果たしているのをみてくる

と、ときどき、新聞をにぎわす脱税のニュースなどに

はいきどおりを感じます。

そこで、現在の税負担がどうなっているのか考えて

みましょう 。いろいろな税金のなかで、最も一般的で

多くの人が納める所得税、住民税(市・県民税)など

は、所得が多くなるに従って税率が高くなる「累進課

税制度jで税額が計算され、納税者がその所得に応じ

てそれを負担する仕組みになっています。

たとえば、所得税を例にとってみる

と右の表のように収入が多くなるに従

って税額が累進的に上がっているのが

よくわかります。

注 1夫婦と子ども 2人(内 l人は16-22

歳)のサラリーマンの設定です

注 2I比率」は、 ①欄を lとした場合の
割合です。

注 3所得税額は、平成 7年分特別減税

(15%)控除後です。

注4社会保険料控除額、 生命保険料控除

額は任意の数字です。

200 
10% 

330 

企所得税の税率

市税の納付は 税を知る週間
便利な口座振替で =11月11日"'17日=

ちの第姉写たの初旬、
市税の納付は、忘れず安心、 内町 内A お d 国や地方公共団体は、私たち

便利な口座振替をご利用くだ f品会選立袋線心 国民が豊かで安定した暮らしが
さい。 ヨ話議L明記庇淳一 できるように、いろいろな活動

市 ・県民税は12月中に申し: 日 … を行っています。

込めば、第 4期分から、 固定 : たとえば、私たちの身近な暮らしを見回してみても、

資産税は11月中に申し込めば、 :社会樹止の充実、住宅や道路の整備、教育の振興など、

第4期分から、国民健康保険 :その活動は幅広い分野にわたっています。

税は11月中に申し込めば、第 : 税はこのように国や地方公共団体が活動するための

6期分から、ご利用になれま:大切な財源であり、私たちが共同生活をしていくうえ

す。 で負担しなければならない会費であるといえましょう。

お申し込みは、 口座振替を : 国税庁では 「この社会あなたの税がいきている」を

希望する市税の納付書、 預貯 :スローガンに今年も11日(月)から17日(日)までの期間を

金通帳、通帳使用印をご持参 :I税を知る週間jとしました。
のうえ、ご利用の市内の金融 : 週間のテーマは“暮らしを支える税"で、広く国民

機関(銀行、信用金庫、 農協、:の皆さん、日ごろ税になじみの薄いサラリーマン家庭

郵便局)に申し込んでくださ :の皆さんに税の意義や役割についての理解を深め、考

い。申込書類は、市内の金融 えていただくよう全国各地でこの時期に各種のイベン

機関に備えつけてあります。 トを実施します。

問い合わせ 税務課 問い合わせ諌早税務署 (n⑫13 7 0) 

10 

、
証
明
書
の
請
求
に
は
印
か
ん
を
忘
れ
、ず
に

f

市
税
に
関
す
る
証
明
書
を
請
求
す
る

と
き
は
、
印
か
ん
(
法
人
の
場
合
は
社

印
)
と
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

書
類

(
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
)

を
持

っ
て
、
税
務
課
か
各
出
張
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

。
た
だ
し
、
出
張
所
で

は
一
部
発
行
で
き
な
い

証
明
が
あ
り
ま

す
。代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は
、

個
人

の
秘
密
に
か
か
わ
る
の
で
、
委
任
状
な

ど
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

文
書
と
、
代
理
人
の
印
か
ん
、
代
理
人

本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
納
付
し
て
聞
も
な
い
市
税
の

納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
と
き
は

、
そ

の
市
税
の
領
収
書
を
持
参
す
れ
ば
、

短

時
間
で
発
行
で
き
ま
す
。

問

い

合

わ

せ

税

務
課



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種

そ
の
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
も
、

積
極

的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、

実
施
医
院
に
て
任
意
接
種

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

直
接
各
医
院
に

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
接
種
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

料
金

2
回
接
種
で
、

7
、
0
0
0円
程
度

平成8年11月号

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
ぜ
の
中
で
も

感
染
力
が
強
く
、
症
状
の
は
げ
し
い
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
人
な
ら
ば
、

生
命
に
別
状
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
か
な
り
の
人
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
身
体
の
抵
抗
力
の
な

い
お
年
寄
り
ゃ
乳
幼
児
に
と

っ
て
は
、
生

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
危
険
な
感
染

症
で
す
。

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
特
効
薬
は
な
く
、

予
防
接
種
以
外
に
有

効
な
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
接
種
を

受
け
て
お
き
ま
す
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
な
る
、だ
け
で
な
く
、
た

と
え
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
て
す
み
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
を
予
防
し
、

人
工
旺
門
、
人
工
腸
腕
造
設
者
巴

対
す
る
講
習
会
を
聞
き
ま
す

平
成
8
年
度
大
村
、

諌
早
、
北
高
お
よ

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院
泌
尿
器
科
医

び
東
彼
地
区
「
長
崎
県
委
託
社
会
適
応
訓

長

堀

建

夫
先
生

外
科
医
師

宮
下

練
事
業
」
人
工
旺
門
、
人
工
腸
脱
造
設
者
光
世
先
生

そ
の
他

ス
ト
マ
装
具
な
ど

に
対
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

の
展
示

日

時

日
月
白
日
間
、
午
後
1
時
1
4時
※
講
習
会
費
は
無
料
で
す
。

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
(
地
域
医
療

問
い
合
わ
せ

即
日
本
オ
ス
ト
ミ
l
協
会

研
修
セ
ン
タ
ー
)

長
崎
県
支
部

(2
0
9
5
7⑨
2
1
8
3

内
容

術
後
の
ア
フ
タ
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
植
木
)

Vインフルエンザ予防接種実施医院

医 院 名 電話番号

小児科内科しげの @8525 

田川小児医院 ②4000 

近藤医院 ⑪1166 

高野内科消化器科医院 @3731 

出口小児科医院I@2252 
与那城医院 @5575 

野口内科こども医院 ⑫2339 

須田小児科医院 ~7200 

寺 井 医院 ②3574 

広報おおむら

平
成
句
年
4
月
1
日
か
ら

印
歳
以
上
定
年
制
が
義
務
化

平
成
日
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
定
年
の

定
め
を
す
る
場
合
に
は、

そ
の
定
年
は

ω

歳
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
(鉱
業
法
第
4
条
に
規
定
す
る
事
業

に
お
け
る
坑
内
作
業
の
業
務
に
つ
い
て
は

除
か
れ
ま
す
)
。

こ
れ
は
、
既
に
定
年
を
定
め
て
い
る
事

業
主
の
方
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

平
成

ω年
4
月
1
日
前
に

定
年
制
を
設
け
て
い
る
事
業
主

O
定
年
が

ω歳
を
下
回
る
場
合
、
そ
の
定

年
を

ω歳
以
上
に
改
め
て
く
だ
さ
い
。

O
定
年
が

ω歳
以
上
で
あ
る
場
合、

問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成

ω年
4
月
1
日
前
に

定
年
制
を
設
け
て
い
な
い
事
業
主

O
新
た
に
定
年
制
を
設
け
る
場
合
、
そ
の

定
年
は

ω歳
以
上
と
し
て
く
だ
さ
い
。

O
引
き
続
き
定
年
制
度
を
設
け
な
い
場

合、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
く、

ω歳
未
満
の
定
年
を
理
由
と
し
て
退
職

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
職
業
安
定
課

(
宮

0
9
5
8②
4
9
3
0
)
ま
た
は

最
寄
り
の
ハ
ロ

l
ワ
l
ク

(
公
共
職
業

安
定
所
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

社会福祉基金ヘ多額の浄財を寄付麻

し

ん

三
種
混
合

風

し

ん 社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
甲
斐
田

市
長

へ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
す
る
山
口
栄

吾
さ
ん

(左
)
(
9
/
ゆ
・
市
役
所
)

丸栄企業グループ(山口栄吾代表取

締役)は、 9月19日、市役所を訪れ、

グループ創立30周年記念の節目に、地

元の福祉向上に役立ててほしいと 10 

0万円を寄付されました。

ありがとうございました。

l
i
l
i-
-
l
o

l
l
i-
-
l

E

0

1
1
1
1
1
I
l

o

i
-
-
1
11

1

0

1
1
1i
l
l
l

o

l
l
i
--
-
-

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
甲
斐
田

市
長
へ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
す
る
田
中
義

徳
さ
ん

(左
)
(
9
/
叩
・
市
役
所
)

(

は

し

か

)

~

百

日

咳

J

一
ジ
フ
テ
リ
ア
一

r

破

傷

風

~

田中義徳さん(荒瀬町)は、 9月13
日、市役所を訪れ、亡長男・弘幸さん

の香典返しとして、社会福祉基金ヘ1

o 0万円を寄付されました。
ありがとうございましたO

予

防

接

種

実

施

中

11 

お
子
様
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

年
間
を
通
じ
て

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

『健
康
の
し
お
り
と
国
民
健
康
保
墜
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

刊月 1目は

計量の目です



みんなの
健康

「
痔
の
話
」

大
村
市
医
師
会

山

道

博

敏

私
た
ち
の
日
常
の
経
験
に
よ
る
と
、

医
学
が
進
歩
し
て
、
時
代
が
新
し
く
な

る
と
、
古
い
病
気
が
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
り
、
新
し
い
病
気
が
で
き
た
り
し

ま
す
。
た
だ
し
、
痔
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

今
も
昔
も
あ
ま
り
変
わ
っ
た
点
が
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
手
術
法
な
ど
は
か

な
り
変
わ
っ
て
進
歩
し
て
い
ま
す
。

痔
は
大
別
す
る
と
痔
核
、
切
れ
痔
、

じ
ろ
う

痔
痩
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
説
明

す
る
と
痔
核
に
は
内
痔
核
と
外
痔
核
が

あ
り
、
問
題
は
内
痔
核
で
す
。
初
期
の

軽
度
の
も
の
、
す
な
わ
ち
出
血
は
す
る

が
排
便
時
に
旺
門
外
へ
脱
出
し
な
い
も

の
(
第
1
度
)
か
ら
排
便
時
に
旺
門
外

へ
脱
出
す
る
が
自
然
に
も
と
へ
戻
る
も

の
(
第
2
度
)
、
押
し
込
ま
な
い
と
還

納
で
き
な
い
も
の
(
第
3
度
)
、
常
に

旺
門
外
へ
脱
出
九
代
い
る
も
の
(
第
4

度
、
俗
に
言
う
脱
旺
)
ま
で
あ
り
ま
す
。

シ
Y
つつ
-つ

排
便
の
際
に
鮮
血
が
あ
り
ま
す
が
庵
痛

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
、
旺

門
全
周
に
痔
核
が
抑
如
し
じ
同
と
に
戻

ら
ず
血
栓
お
よ
び
腫
脹
や
浮
腫
を
き
た

カ
ん
と
ん

し
た
、
い
わ
ゆ
る
依
頓
痔
核
に
は
激
痛

が
お
こ
り
ま
す
。
切
れ
痔
と
は
、
旺
門

の
真
後
ろ
に
多
く
、
と
き
に
は
前
方
に

も
で
き
ま
す
。
非
常
に
痛
い
も
の
で
、

何
度
も
繰
り
返
す
と
潰
壌
に
な
り
ま

す
。
若
い
女
性
は
、
よ
く
こ
の
切
れ
痔

に
な
り
ま
す
。
痔
痩
と
は
、
旺
門
の
回

り
に
穴
が
あ
い
て
、
膿
が
で
て
不
愉
快

な
も
の
で
す
。
旺
門
に
菌
が
入
り
化
膿

し
、
破
れ
て
外
に
口
が
あ
い
て
治
り
難

い
管
と
な
っ
た
も
の
が
痔
痩
で
す
。
早

く
確
実
な
手
術
に
よ
っ
て
完
全
に
治
す

こ
と
が
賢
明
で
す
。
日
年
以
上
痔
痩

が
治
ら
な
い
と
ガ
ン
が
起

っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

結
局
ど
の
よ
う
な
病
気
で
も
、
治
す

こ
と
よ
り
も
病
気
を
起
こ
さ
な
い
事
が

最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
外
科
的

な
治
療
は
医
師
側
か
ら
言
う
と
、
痔
を

切
り
取
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
側
か
ら
言
う
と
、
血
を
み
て
痔
と

お
別
れ
す
る
こ
と
で
す
。
で
も
一
般
的

に
は
、
患
者
さ
ん
は
外
科
療
法
を
敬
遠

し
、
薬
物
療
法
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

で
す
。
ま
た
部
位
が
大
便
を
排
出
す
る

所
で
あ
る
こ
と
と
生
殖
器
に
近
い
所
か

ら
、
人
に
見
せ
る
の
を
嫌
い
、
自
分
自

身
で
手
軽
に
人
知
れ
ず
治
療
し
た
い
た

め
に
、
薬
物
療
法
へ
の
魅
力
が
倍
加
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
で
も
こ
こ
に
間
違
い

が
あ
る
よ
う
で
、
軽
い
症
状
で
も
専
門

医
に
診
て
も
ら
う
の
が

一
番
で
し
ょ

し
ゅ
よ
う

う
。
な
ぜ
な
ら
隠
れ
た
悪
性
腫
蕩
な
ど

が
多
々
あ
る
か
ら
で
す
。
自
分
の
体
の

こ
と
を
よ
く
考
え
ら
れ
て
、
ど
ん
な
病

気
で
も
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が
ベ
ス

ト
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
て
く

だ
さ
い
。

「
し
っ

か
り
と
尻
た
た
か
れ
て
痔
の
話
」

「
急
増
し
て
い
る
大
腸
癌
」

大
村
市

整属
→ート ...c，、

正
博

わ
が
国
で
は
食
生
活
の
敵
米
化
で
大

腸
が
ん
患
者
は
急
増
し
、
こ
の
初
年
間

に
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は

5
倍
以

上
に
な
り
年
間
約
2
万

4
千
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
胃
が
ん

を
抜
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
肉
類

を
多
く
摂
取
す
る
と
、
便
の
中
の
発
が

ん
物
質
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
食
物
繊

維
が
少
な
い
と
、
便
の
量
が
少
な
く
な

る
た
め
、
発
が
ん
物
質
を
含
ん
だ
便
が

長
時
間
、
腸
の
中
に
と
ど
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
食
生
活
の
影

響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
期
の
大
腸
が
ん
に
は
典
型
的
な
症

状
は
な
く
、
進
行
し
て
し
ま
う
ま
で
自

覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

従
っ
て
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は
大
村

市
の
総
合
検
診
に
も
導
入
さ
れ
た
便
潜

血
検
査
が
有
効
で
す
。
便
潜
血
検
査
で

陽
性
と
な

っ
た
人
や
便
通
の
変
化
や
出

血
な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
、
更

に
、
注
腸
検
査
や
内
視
鏡
検
査
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
め
ざ
ま
し

い
進
歩
を
と
げ
た
内
視
鏡
検
査
は
、
苦

痛
も
少
な
く
短
時
間
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
隆
起
病
変
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
小
さ
な
平
ら
な
癌
、
陥
没
し
た
癌
の

発
見
を
今
ま
で
以
上
に
容
易
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
!
と
い
う

内
視
鏡
に
よ
る
ポ
リ
1
プ
や
癌
の
切
除

術
が
あ
り
ま
す
。
腸
の
中
の
様
子
を
見

な
が
ら
内
視
鏡
の
管
を
通
し
て
入
れ
た

ワ
イ
ヤ
ー
を
病
変
に
か
け
て
高
周
波
電

流
で
焼
き
切
り
ま
す
。
切
り
取
っ
た
病

変
は
回
収
し
、
良
性
か
悪
性
か
病
理
検

査
を
行
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
治
療
と
検

査
が

一
石
二
鳥
と
い
う
わ
け
で
す
。

将
来
、
が
ん
化
す
る
危
険
の
あ
る
ポ

リ
l
プ
が
で
き
や
す
い

ω歳
以
上
の

人
、
以
前
に
大
腸
が
ん
の
子
術
を
受
け

た
人
、
以
前
ポ
リ
l
プ
の
見
つ
か
っ
た

人
、
出
血
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
人
、

大
腸
が
ん
に
な
り
や
す
い
家
系
の
人
は

定
期
的
に
必
要
に
応
じ
た
検
査
を
受
け

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ち
ゅ

り

つ

最
後
に
、
大
腸
が
ん
は
治
癒
率
の
よ

い
が
ん
で
、
診
断
さ
れ
て
も
絶
望
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
進
行

し
た
が
ん
は
再
発
や
転
移
の
リ
ス
ク
も

大
き
い
た
め
、
や
は
り
早
期
発
見
と
治

療
が
重
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険

』

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

12-

入
院
時
の
食
事
療
蓄
費
の

自
己
負
担
額
ガ
褒
わ
り
ま
し
定

平
成
8
年
叩
月
1
日
か
ら
入
院
時

の
食
事
代
に
つ
い
て
患
者
の
負
担
額

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

入院時の食事療養費の自己負担 (1日あたり)

9月まで 10月以降

高史 加 入 者 600円 760円

市非世民課税税帯
90日までの入院 450円 650円

90日を超える入院 300円 500円
市民税非課税世帯で老齢福祉年金を

200円 300円受けている人

心
つ
月
は
、
8
月
巴
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
保
険
年
金
課
保
険
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 女該当される方は、「標準負担額減額認定証」 が必要となりますので、

市役所保険年金課および福祉課で申請してくださし¥0



離
第お回
大
村
祭

竹
月
3
日
(
日
・
祝
)

お
祭
り
広
場
三
城
小
学
校

午
前
竹
時
j

※
出
発
地
点
リ
鶴
亀
橋

午
前
ね
時
お
分
()

平成8年11月号

出
演
種
目

ミ
ス
大
村
選
彰
式
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド

力

ラ

ー

ガ

ド

隊

・

リ

ズ

ム

ダ

ン

ス

チ

ア

リ

ー
ダ
ー

・
子
供

バ
ト
ン

卜

ワ

ラ

|

ズ

日

舞

道

行
・
民
踊
道
行
龍
踊
り
・
寿
古

踊
リ
日
焼
浮
立
・
時
代
行
列
・

仮
装
行
列

・
樽
み
こ
し

※
子
ど
も
に
大
人
気
の
工
ア
ー
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
も
設
置
し
ま
す
。

広報おおむら

問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
祭
り
協
賛
会
(
大
村
商

工
会
議
所
岱
⑬
4
2
2
2
)

写
真
で
見
る
大
村
の
歴
史

ω

な
ろ
う
か
と
い
う
松
並
木
は
、
長
崎

街
道
の
両
脇
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、

土
地
の
人
々
か
ら
は
「
往
環
(
お
う

か
ん
街
道
の
こ
と
)
松
」
と
呼

ば
れ
、
道
行
く
旅
人
に
木
陰
を
提
供

し
て
い
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
大

村
の
風
景
が
ひ
と
つ
姿
を
消
し
た
瞬

間
で
す
。

hv松
並
木
の
伐
採

(
昭
和
ロ
年
ご
ろ
)

写
真
は
、
中
国
方
面
で
の
戦
争
の

激
化
に
伴
い
、
大
村
海
軍
航
空
隊

(
大
正
ロ
年
設
置
)
を
発
着
す
る
飛
行

機
の
航
行
に
障
害
と
な
る
と
い
う
理

由
で
、
近
く
(
現
竹
松
本
町
付
近
)

の
松
並
木
を
伐
採
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
高
さ

m
l
却
メ
ー
ト
ル
に
は

(写真提供馬場等さん)

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・

大
正
・
昭
和
に
か
け
て
の
大
村
の

暮
ら
し
ゃ
風
景
を
写
し
た
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
お
手
も
と
に
古

い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご

一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

文
化
課

(
宮
③
4
1
1

l49Ztなときに剥周しませんか=-

日⑮⑭⑩曾
日ごろ、子どもの世話をしている人、お母さんの急
な用事や出産、病気などで、子どもの面倒がみられな
いときなどありませんか?
料金 1，880円/日(保育料、 昼食代、おやつ代)
※保育時間 (半日か延長)については、相談に応じます。 二臨み子

なおショートステイ、 トワイライトステイ、サンデイ (保育)Æ~~\ー
など、ほかにもいろいろな利用方法があります。 ヤ~'(.・・1

問い合わせ社会福祉法人大村子供の家 企壬鑑話4
家庭養育支援センター(~③ 8 3 1 9) 

ホ⑨⑨⑨⑩⑧
日曜日・祝日などに、冠婚葬祭への出席や就労など、
家庭で保育できないときに就学前の児童(離乳が完了
前の児童を除きます)を保育するものです。
実施保育園 新城保育園
実施日 11月=3日、 4日、 10日、 17日、 23日、 24日

12月=1日、 15日、 22日、 23日、 29日
保育料 1，500円/日 (昼食は弁当を持ってきてくださp)
時間午前8時30分~午後5時
申し込み・問い合わせ 新城保育園(包⑫41 5 2) 

天玄杯受賞
=第47回全日本弓道選手権大会=

みごと準優勝
=第51自国民体育大会=

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
す
る

佐
藤
俊
彦
さ
ん
(
中
央
)
(
9
/
剖
・

市
役
所
)

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
す
る

福
江
豊
さ
ん

(
9
/
恰
・
市
役
所
〉

「第47回全日本弓道選手権大会Jが9月19日から23
日まで三重県の伊勢神宮で行われ、県代表で市役所勤

務の佐藤俊彦さん(教土6段・小川内町-44歳)が、みごと
天皇杯(優勝杯)を受け、市長へ喜びの報告をしました。

佐藤さんは、高校から弓道を始め、全日本 ・国体出

場など全国レベルの大会に数多く出場しています。

今回の擾勝について 「たいへん嬉しい、天皇杯の重

みを感じています。きっと後輩もがんばってくれるで
しょうjと話されていました。

おめでとうございました。

-13-

「第51回国民体育大会夏季大会ボウリング競

技Jが9月8日から11日まで広島市で行われ、県代
表としての成年男子 (4人編成)がみごと準優勝
しました。そのメンバーの1人として出場した市

役所勤務の福江豊さん(久原1丁目・ 34歳)が、

市長ヘ喜びの報告をしました。

福江さんは、年齢別個人30歳代でも7位に入賞

するなどの活躍をしました。

おめでとうございました。



自
衛
隊
生
徒

受
付
期
間
1
1
月
1
日
倒
j
平
成
9

年
1
月
4
日
出

採
用
予
定
数
H
-

陸
上
自
衛
隊
(
約
2
5
0
人
)
・
海

上
自
衛
隊
(
約

ω人
)
・
航
空
自
衛

隊
(
約
関
人
)

資
格
H

日
歳
以
上

l

U
歳
未
満
の
男
子
第
一
次
試

験
日
平
成
9
年
1
月
5
日
間

試
験

場
H

大
村
商
工
会
議
所

問
い
合
わ

せ
1
市
役
所
ま
た
は
自
衛
隊
大
村
募

集
事
務
所
(
岱
②
6
2
1
7
)

平
成

8
年
度
園
内
体
験
航
海

B
&
G
「
少
年
の
船
」

対
象
者
H

来
春
小
学
校
5
・
6
年
生

お
よ
び
中
学
生
の
男
女
期
間
日
平

成
9
年
3
月
白
日
間
j

4
月
6
日

間
、
6
泊

7
日
募
集
人
数
日

4
人

(
全
国
か
ら

4
5
0
人
が
参
加
)
応

募
多
数
の
場
合
抽
選
に
て
決
定
費

用
H
6
8
、
0
0
0
円
+
発
着
地
ま

で
の
交
通
費
(
発
着
地
ま
で
は
当
ク

ラ
ブ
で
引
率
)
内
容
H

沖
縄
に
て

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
各
地
見
学
、

新
さ
く
ら
丸
に
て
大
阪
港
ヘ
体
験
航

海
(
船
内
研
修
多
彩
)
受
付
締

切
リ
ロ
月
日
日
働

問
い
合
わ
せ
H

大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
大
村
ボ
l
ト
場

内
宮
⑫
6
1
9
4
)

児
童
彫
刻
ア
イ
デ
ア

募
集
作
品
H

屋
外
に
設
置
す
る
彫
刻

の
ア
イ
デ
ア
を
絵
で
表
現
し
た
も
の

川
大
き
さ
は
、

B
4
サ
イ
ズ
ま
た
は

A
4
サ
イ
ズ
と
し
、
画
用
紙
に
書
い

て
く
だ
さ
い

仰
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す

応
募
資
格
l
m

歳
未
満
(
平
成
8
年
6
月
1
日
現
在
)

の
全
世
界
の
子
ど
も
応
募
方
法
リ

応
募
作
品
に
は
、

l
点
ご
と
に
次
の

事
項
を
書
い
た
用
紙
を
添
付
し
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
①
作
品
の
題
名

・
説
明
(
意
図
な
ど
)
・
氏
名
・
住

所
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
在
籍
学
校
名
・
学
年

②

l
人
3
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
U

平
成
9
年
1
月
初
日
嗣

審
査
お
よ
び
発
表
H

平
成
9
年
2
月

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
応
募
先
リ
干

m

l
n

兵
庫
県
姫
路
市
太
市
中
9
1

5

4

9

兵
庫
県
立
こ
ど
も
の
館

(
2
0
7
9
2
@
1
1
5
3
)
 

第
お
回

長
崎
県
勤
労
者
美
術

展
の
開
催
お
よ
び
作
品

会
場
お
よ
び
会
期
日
・
長
崎
市
民
会

館
H

ロ
月
日
日
制
1

日
日
間
・
佐
世

保
市
博
物
館
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー

u

ロ
月
四
日
制
j
お
日
間

出
品
部

門
H

洋
画
・
日
本
画
・
南
画
・

書

・

写
真
出
品
資
格
H

県
内
に
住
居
を

有
し
て
い
る
勤
労
者

(l
人
l
点
の

み

)

出

品

料

H
I
、
0
0
0
円

出
品
申
し
込
み
と
作
品
の
搬
入
期
間

お
よ
び
場
所
H

〈
期
間
〉

日
月
日
日

開
1

日
日
出
、
午
前
9
時
j
午
後
5

時
〈
場
所
〉
長
崎
労
政
事
務
所

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 2 3DK 16，400・23，200
l 
t'r 松 4 3DK 12，000-17，000 

干重

松並第一 1 3DK 30，000 

池 田 1 3DK 15，500 

2 古賀島 1 3DK 22，500 

干垂 中 央 1 3DK 26，500 

植 松 1 2DK 20，500 

市営住宅入居者

※2種の池田アパートは視覚障害者向住宅です。
2種の植松アパートは単身世帯入居可能住宅です。

申込期限 11月12日(火)

抽選日 11月20日(水)、午前10時30分~

入居日 12月1日(日)

申し込み・問い合わせ 建築課

(
2
0
9
5
8
②

1
4
5
6
)

・
佐

世
保
労
政
事
務
所
(
包

0
9
5
6⑫

4
4
3
9
)
 

佐
世
保
看
護
学
校
生
徒

受
験
資
格
H

・
准
看
護
婦
出
の
免
許

を
取
得
し
た
後
3
年
以
上
准
看
護
婦

出
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
・
高

等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護
婦

出
(
平
成
9
年
3
月
末
日
ま
で
に
高

等
学
校
卒
業
見
込
お
よ
び
准
看
護
婦

出
免
許
取
得
見
込
の
者
を
含
み
ま

す

)

人

員

l
m
人

試

験

日
H

平

成
9
年
1
月
M
日
⑥

願
書
受
付
H

平
成
9
年
1
月
6
日
間
l
m
日
働
必

着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
リ
佐

世
保
看
護
学
校
(
合
0
9
5
6⑫
4

1
3
1
)
 

男子ゅうメイト
一般・大学生・専門学校生等の男子の

アルバイトを募集しています

@
私
の
ま
ち
量
コ
ン
テ
ス
ト

テ
l
マ
リ
・
ま
ち
n

つ
く
り
に
取
り
組

む
人
々
の
活
動
・
ま
ち
M

つ
く
り
に
よ

っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま
ち
の
表
情

・
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
人
々
の
生

活
・
活
動

サ
イ
ズ
H

白
黒
、
カ
ラ

ー
プ
リ
ン
ト
(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真

を
除
き
ま
す
)
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
版
以

上
か
ら

4
つ
切
り
ま

で

締
め
切

り
H

平
成
9
年
1
月
白
日
(
当
日
消

印
有
効
)
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
送

り
先
日
干
山
東
京
都
文
京
区
本
郷
2

丁
目
白
番
日
号
制
日
本
交
通
計
画
協

会
内
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

事
務
局

(2
0
3
1
3
8
1
6
1
1

7
9
1
)
 

金

6，800円

11，000円

賃

21 : 15-6 : 00 I兵学生害

17 : 00-9 : 10 I一 般
i大学生等

勤務時間

11月20日ごろから平成9年l月10日ご
ろまで(短期間でも可能)

〈郵便配達>賃金単価は11月改定)

1日の勤務時間 I1時間あたりの賃金単価
一般・大学生等 761円
(バイク免許所持者)

間期

5時間一6時間

-14-

670円

12月20日ごろから平成9年 1月10日ご
ろまで

その他 通勤手当支給制度あります

問い合わせ大村郵便局総務課(包(2800)

高校生

間期



市
立
病
院
消
防
訓
練

入
院
患
者
の
避
難

・
誘
導
を
目
的

と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
非
常
放
送

が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
た
め
の
も

の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
H
U
月
勾
日
働
、
午
後
2
時
1

4

4
1Z
A--

治
ミ
リ
映
写
機
操
作

認
定
講
習
会

平成8年11月号

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映
写

機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
リ
日
月
初
日
制

-n日
閥
、
午

後
6
時
初
分
j
8
時
初
分

場
所
H

市
コ
ミ
セ
ン

対
象
H

一
般
成
人

(
定
員
初
人
)
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料
H
無
料

申
し
込
み
日
市
コ
ミ
セ
ン
(
包
@
3

1
6
1
)
 

広報おおむら

ふ
れ
あ
い
講
演
会

日
時
H
H
月
日
日
制
、
午
後
2
時
j

3
時
初
分

場
所
H
市
民
会
館

料

金
U

無
料

演
題
H

「い
じ
め
に
負

け
な
い
家
族
の
あ
り
方
」

講
師
日

県
教
育
セ
ン
タ
ー
藤
田
寛
先
生

問
い
合
わ
せ
H
社
会
教
育
課

手
づ
く
り

木
版
画
年
賀
状
教
室

期
間
H
H
月
日
日
j
ロ
月
日
日
、
毎

週
金
曜
日
、
午
後
6
時
初
八
万
1
9時

(計

5
回
)

対
象
H

成
人

定

員
日
目
人

講
師
リ
成
瀬
勝
先
生

申
込
方
法

・
期
限
U

往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・

教
室
名
を
書
い
て
、
日
月
7
日
附
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
リ
中
地
区
公

民

館

(
〒
蹴
松
並

1
丁
目

2
4
6

5

8
@
1
3
7
6
)
 

市
民
文
化
講
座

長
谷
川
集
平
の
世
界

期
日
H

ロ
月
1
日
i
3
月
ま
で
(
日

曜
日
、
計

5
回
)
、
午
後

2
時
1
4

時

対
象
リ
成
人

定
員
U

犯
人

講
師
日
長
谷
川
集
平
氏

申
込
期

限
U
H
月
ロ
日

ω
受
講
料
H

無
料

(
た
だ
し
教
材
費
は
実
費
)

申
込

方
法
H

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
「
長
谷
川

集
平
の
世
界
」
と
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H
中
央
公
民
館
(
干
鰯
本
町

4
1
3
1
2

企
⑪
3
1
6
1
)

わ
が
家
の
大
村
、ず
し

コ
ン
ク
ー
ル

日
に
ち
日
立
月
8
日
間

場
所
H
J

A
大
村
市

資
格
リ
プ
ロ
で
な
け
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

主
催
日

大
村
市
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

※
参
加
申
込
書
は
、
農
林
水
産
課
お

よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
H
U
月
mm
日
働

問
い
合

わ
せ
H

農
林
水
産
課

普

通

救

命

講

習

日
時
日
日
月
幻
日
側
、
午
後
l
時
1

4
時
初
分

場
所
1
大
村
消
防
署
2

階
講
堂

対
象
H

一
般
市
民

定

員
H

初
人

申
込
方
法
H

所
定
の
申

込
用
紙
(
大
村
消
防
署
ま
た
は
宮
小

路
分
署
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う

え
、
大
村
消
防
署
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
期
限
H
H
月
ロ
日

ω
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
日
大
村
消
防
署

(宮
⑫
4
1
3
8
)

「
土
木
の
日
」
フ
エ
ス
タ
・

イ
ン
・
ナ
ガ
サ
キ
mm

浜
町
パ
ネ
ル
展
日
時
H
H
月
日
日

目

・
口
日
制

場
所
H
長
崎
市
浜
町

ア
ー
ケ
ー
ド
内

内
容
リ
パ
ネ
ル
・

模
型
展
示
・
ビ
デ
オ
放
映

・
金
魚
す

く
い

・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・
占
い
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

土
木
体
験
広
場
日
時
1
1
月
幻
日

間

-m日
何

場
所
1
長
崎
市
松
が

枝
ふ
頭

問
い
合
わ
せ
H

土
木
課

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
日

お
は
な
し
の
つ
ど
い

日
時
H
H
月
初
日

ω、
午
後
2
時
j

3
時

場
所
H
中
地
区
公
民
館
(
入

場
は
無
料
で
す
)

内
容
H

影
絵
・

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
-
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど

問
い
合
わ
せ
H

中
地
区
公
民
館

(包
③
1
3
7
6
)

世
界
女
性
会
議

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
写
真
展

第

4
回

日
時
H
H
月
日
日

ω、
午
前
日
時
1

午
後
5
時

場
所
H
市
民
会
館

展

示
日
北
京
会
議
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を

展
示
し
ま
す
。

料
金
日
無
料

主

催
H

し
な
や
か
に
幻
・
女
性
談
話
室

問
い
合
わ
せ
H
社
会
教
育
課

大
村
ギ
タ
l

合
奏
団

第
お
固

定
期
演
奏
会

日
時
H
U
月
初
ω
日
也
、
午
後
7
時
開

演

場
所
H
市
民
会
館

入
場
料
H

一
般

1
、
0
0
0
円
・
高
校
生
以
下

6
0
0
円

曲
目
H

グ
ラ
ン

・
ホ

タ
/

F
・
タ
ル
レ
ガ
、
花
/
滝
廉
太

郎
ほ
か

指
揮
H

山
下
亨

問
い
合

わ
せ
H

大
村
ギ
タ

l
合
奏

団

森

(宮
②
6
0
6
0
)

ギ
タ
ー
初
級
講
座

期
間

H
H
月
8
日
か
ら
毎
週
金
曜

日
、
午
後

7
時

j

8
時
日
分

場

所
リ
市
コ
ミ
セ
ン

会
費
H
2
、
5

0
0
円
(
月
額
)

問
い
合
わ
せ
H

大
村
ギ
タ
l
合

奏

団

森

(
包
②
6

0
6
0
)
 

ー
緑
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
)

園

高

祭

日
時
H
H
月
日
日
出
、
午
前
日
時
j

午
後
3
時
初
分

-
U
日
側
、
午
前

9

時
叩
八
万
j
午
後
2
時

場
所
日
大
村

園
芸
高
等
学
校

内
容
H
学
科
展
お

よ
び
農
作
物
の
展
示

・
学
校
生
産
物

お
よ
び
実
習
作
品
の
即
売

・
バ
ザ
ー

な
ど

問
い
合
わ
せ
H
大
村
園
芸
高

校

(
宮
⑪
3
1
2
1
)

-15-



ー
明
日
へ
の
輝
き
i

県
立
ろ
う
学
校
文
化
祭

期
日
H
H
月
日
日
目

・
2
日

間

時

間
l
午
前
9
時

l
午
後

3
時

場

所
リ
県
立
ろ
う
学
校
内
容
H

劇
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
-
作
品
展
・

展
示
即
売
・
売
屈
・
不
用
品
バ
ザ

l
・
手
話
教
室
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
大
会
(
愛
機
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
)
ほ
か
問
い
合
わ
せ
H
県

立
ろ
う
学
校
(
岱
②
2
4
4
4
)

竹
松
駐
屯
地
創
立
制
周
年

第

7
高
射
特
料
群
創
部
隊

辺
毘
年
記
念

期
日

H
H
月
2
日
間
、
午
前
9
時
j

午
後
4
時

場

所

H

陸
上
自
衛
隊
竹

松
駐
屯
地
催
し
リ
記
念
式
典
・
装

備
品
展
示
・
訓
練
展
示
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
ジ
ョ
、
ギ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
模
擬
売
屈
な
ど
※
ジ
ョ

ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
小
雨

決
行
)
招
待
選
手
リ
ニ
コ
ニ
コ
ド

1

陸
上
部
松
野
明
美
選
手
問
い

合
わ
せ
H

竹

松

駐

屯

地

広

報

室

(
宮
②
3
1
4
1
)

間
和
問
題
講
演
会

日
時
H

ロ
月
四
日
側
、
午
後
1
時
初

分

1
3時
会

場

H
長
崎
県
町
村
会

館

講

師

H

宮
崎
保
氏
(
北
九
州
市

立
西
門
司
小
学
校
)
〈
同
和
問
題

啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
映
〉
題
名
H

「
こ
ん
ど
逢
う
と
き
」
日
時
l
u

月
8
日
間
、
午
後
2
時
1
3
時

(
N

I
B
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
)

三
彩
の
里

秋
の
陶
器
ま
つ
り

期
間
1
1
月
2
日
出
j

4
日
何

場

所
U

三
彩
の
里
時
間
リ
午
前
9
時

j
午
後
5
時

催

し

1
利
用
者
作
品

販
売
・
長
崎
三
彩
販
売
・
陶
芸
教

室
・
楽
焼
・
釜
出
し
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

(
日
月

3
日
、
午
後
2
時
j
)

・
秋

の
昧
覚
市
ほ
か
問
い
合
わ
せ

1
二

彩
の
里
(
包
⑬

8
8
3
3
)

ご
寄
じ
で
す
か

S

マi
ク

理
容
・
美
容
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屈

の
S
マ
!
ク
は
、
安
心
と
衛
生
、
確

か
な
技
術
を
お
約
束
す
る
信
頼
の
マ

ー
ク
で
す
。
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た
補
償
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

市
長
杯
争
奪

交
通
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
j

多
畏
山
岳
ラ
ソ
i
m
m

日
時
H
H
月
お
日

ω、
午
後
6
時
j

弘
日
側
、
午
前
4
時
場
所
リ
市
役

所
を
起
点
と
す
る

2
0
0
M
以
内

問
い
合
わ
せ
H

ラ
リ

l
チ
l
ム
デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

ク

ル

!

事

務

局

渡

辺

(
2
0
9
5
8
⑭
7
5
5
0
)
 

平
成

9
年
度
版

県
民
手
帳
予
約
受
付

長
崎
県
の
情
報
が
い
っ
ぱ
い
の
便
利

な
子
帳
で
す
。
ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

サ

イ

ズ

お

m
×
m
m
(別
冊
資
料
編

も
付
い
て
い
ま
す
)
定
価

5
0
0
円

申
し
込
み
期
限
日
月

m日
也

申
し
込
み
企
画
調
整
課

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

刊
月
時
日
か
ら
平
成
9
年
2
月
時

日
ま
で
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

(
8
0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

ハーブレストランのシェフ直
伝のとっておきのメニューを紹
介した本です。
ハーブには体にプラスになる
要素がたくさん!それぞれのレ
シピに、使われているハーブの
効能も解説しています。

「
体
に
や
さ
し
い

ハ
ト
ブ
料
理
』

10:00-11:00 

14:00-15:00 

-ジャックと豆の木(アニメ12分)
・こぎつねコンとこだぬきポン(アニメ15分)
・友情のキックオフ(アニメ27分)

1

11問
1 r:þ tiBlR~~~Jì 1 (土) 中地区公民館 | 

・ランボーのうそ(アニメ20分)
・ばちかづき姫(アニメ34分)

〈一 般 書〉いちばん初めにあった海 (加納朋子
著)/作兵衛の管槍(新宮正春著)/つきまとわれて(今邑彩

著)/左手に告げるなかれ(渡辺容子著)/29最のサンクチュ

アリ(倉橋耀子著)/居酒屋志願(内海隆一郎著)/オウム法

廷連続傍聴記2 厭原出廷(佐木隆三著)/この留のかたち 6

(司馬遼太郎著)/幸せになりたい(乃南アサ著)/パティ・

ペイジの歌のように(宮本美智子著)/木漏れ日の少女 cw.
グラスゴー・フィリップス著)/マーク・トウェインのジャン

ヌ・ダルク(マーク ・トウェイン著)/縄文学への道(小山修

三著)/コミュニケーション・入門(船津衛著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意しています。どうぞ、

ご利用下さp。

10:00-11 :00 

-16-

西大村コミセン

市立図書館(包②2457)問い合わせ

福
祉
課

現在受付中

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金
の
第
3
次
配
分
に
つ
い
て

対
象
住
家
が
全
・
半
壊
(
焼
)
し
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
平
成
7
年
の
総

所
得
金
額
が

6
9
0万
円
以
下
の
世
帯
支
給
額

l
世
帯
当
た
り
叩
万
円

必
要
書
類
所
定
の
申
込
書
、
り
災
・
課
税
証
明
書
な
ど問
い
合
わ
せ



平成8年11月号

ズポーツの易ぐを減喫

広報おおむら

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
市
内
の

小
・
中
学
高
校
町
内
で
は
運
動
会

や
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。高

校
生
ら
し
い
若
さ
あ
ふ
れ

た
演
技
の
大
村
高
校
体
育
祭

(
9
/
市
・
同
校
グ
ラ
ン
ド
)

第
お
回
大
川
田
町
大
運
動

会
恒
例
の
「
お
し
ゃ
れ
競

争
(
仮
装
)
」

(
9
/
辺
・
大
川
田
公
園
)

熱戦を繰り広げた
市民スポーツ大会

10月10日(祝)各地区代表による各種競技の熱戦

がくりひろげられました。成績は下記の通りです。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
郡
中
運
動
会

(
9
/
お
・
同
校
グ
ラ
ン
ド
)

Oソフトボール
①竹松本町第 l
②木場A
。/¥レーポール

①さっき台
②陰平下

Oインディアカ
(男子)
①サンジョウナイスガイ

②サンジョウドリームズ

(女子)
①ムサシ

②大村中央C
Oゲートポール
①弥勅寺チーム

②松原チーム

Oグラウンドゴルフ
(団体)
①上小路
②上小路
(個人)
①松尾達明さん
②岡田正憲さん

悠々会A

悠々会B

平
成
8
年
度

大
村
市
体
育
協
会
表
彰
者

(10/10 ・市民体育館)

体
育
の
日
の
日
月
日
日
、
市
民
体
育
館
で
、
本
市
の
社
会
体
育
の

普
及
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
団
体
、
個

人
に
「
体
育
功
労
賞
」

「社
会
体
育
優
良
団
体
賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
」

「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

体
育
功
労
賞
・
東
原
耶
須
男
(
印
歳
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
審
判

長
)
・
上
田
博
久
(
臼
歳
・
陸
上
競
技
協
会
理
事
長
)
・
中
島
孝
行

(
臼
歳
・
剣
道
協
会
理
事
)
・
梅
野
鷹
雄
(
臼
歳
・
県
水
泳
連
盟
常
任

理
事
)

社
会
体
育
優
良
団
体
賞
・
西
大
村
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
・
佐
藤
俊
彦
(
仏
歳
)
弓
道
H
全
日
本
選
手
権
大

会
優
勝
・
福
江
豊
(
弘
歳
)
ボ
ウ
リ
ン
グ
H
全
日
本
選
手
権
大
会
3
人

チ

l
ム
戦
優
勝
・
船
戸
幸
作
(
鈍
歳
)
・
香
田
勝
弘

(
M
歳
)
・
西

山
悟
(
辺
歳
)
銃
剣
道
H
全
日
本
青
少
年
大
会
団
体
優
勝
・
古
川
竜
秀

(
位
歳
)
銃
剣
道
H
全
日
本
選
手
権
大
会
準
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
賞
・
山
口
江
理

(
U
歳
)
陸
上
H
九
州
中
学
校
体
育
大
会

低
学
年
女
子
初

m
第
1
位
・
中
島
哲
弥
(
必
歳
)
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
H

成
年
男
子
の
部
優
勝
・
荻
野
育
子
(
臼
歳
)
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
H
全
日
本

シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

ω歳
以
上
女
子
複
の
部
3
位
・
松
永
弘
之
(
お

歳
)
・
山
本
義
晃
(
お
歳
)
漕
艇
H
国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
年
男

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝
・
塚
原
歩
美
(
幻
歳
)
・
今
道
恵
子
(
四
歳
)

漕
艇
H
全
九
州
高
校
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝
・
牧
山
陽
子
(
凶
歳
)

漕
艇
H
国
体
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

2
位
・
全
九
州
高

校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

2
位
・
辻
山
増
行
(
お
歳
)
・
里
智
行

(
お
歳
)
・
山
田
守
(
担
歳
)
・
徳
永
孝
行
(
必
歳
)
・
横
山
時
寛

(ω
歳
)
銃
剣
道
日
九
州
大
会
団
体
準
優
勝
・
西
大
村
中
学
校
陸
上
部

低
学
年
男
子
4
0
0
リ
レ
l
チ
l
ム
リ
九
州
中
学
校
体
育
大
会
第
1
位

・
西
大
村
中
学
校
陸
上
部
低
学
年
女
子
4
0
0
リ
レ

i
チ
1

ム
リ
九
州

中
学
校
体
育
大
会
第
2
位
・
大
村
キ
ャ
ロ

ッ
ト
シ
ン
コ

l
F
C
H
全
国

マ
マ
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
大
会
準
優
勝
・
大
村
園
芸
高
等
学
校
漕
艇
部
男
子

舵
手
付
フ
ォ
ア
H
全
九
州
高
等
学
校
競
技
大
会
2
位
・
国
体
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
2
位
・
大
村
高
等
学
校
漕
艇
部
女
子
舵
手
付
フ
ォ
ア
H
国
体

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
2
位

第
お
回

少
年
剣
道
大
会

期
日

H
U
月
払
日
制

場
所

H
市
民

体

育

館

種

目

H

団
体
戦
・
個
人

戦
・
紅
白
戦
申
込
期
限
リ
日
月
日

日
間

※

申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ

送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

期
日

H
U
月

U
日
側
、
男
女

B

お

日
出
、
男
女
A

※
雨
天
時
は
、

M

日
田

場
所
H
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(ボ

l
ト
場
横
)
参
加
資
格
リ
市

内
在
住
者
お
よ
び
市
内
勤
務
者
参

加
料

H
l
組

2
、
5
0
0
円
(
協
会

会
員
ほ
か

3
、

0
0
0
円

)

申

込

期
限

U
U
月

8
日
働

申
し
込
み

U

市
テ
ニ
ス
協
会
広
瀧
(
包
⑬

7
6

8
6
)

※
参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
参
加
料
は
不

出
場
の
場
合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

ス成招 12 2第回0 口
よ)¥待月 ザ

セ手 (日日 モ
ロ ) 杯タ

主百 森下空衛隊内自ンピ 広ーー

品ユJIjiん福化さ 本云ス
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第
何
回

大
村
市
民
親
善
卓
球
大
会

日
時
H

ロ
月

1
日
間、

午
前
9
時
開

館

場

所

リ

市

民

体

育

館

種

目

H

(
シ
ン
グ
ル
ス
)
中
学
男
女
・
一
般

男
子

A
-
B
、
一
般
女
子

A
・
B
、

一
般
の
部
は
高
校
生
を
含
み
ま
す
。

※
B
は
初
心
者
ク
ラ
ス
(
ダ
ブ
ル
ス
)

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

資
格
H
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

中
の
人
申
込
期
限
日
日
月
日
日
@

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
日
市
卓
球

協
会
中
嶋
(
岱
(
⑪

4
1
1
1
内
線

1
4
4
)
 

海
抜
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

登
山恒

例
の
海
抜

o
m
(市
役
所
)
か

ら

1
、

0
5
7
m
(五
ヶ
原
岳
)
距

離
約
叩
印
刷
、
ま
た
何
時
間
何
分
で
登

っ
た
か
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時

l
H
月
弘
日
間、

雨
天
時
中
止

コ
I
ス
リ
市
役
所
前
↓
大
多
武
↓
南

川
内
↓
五

ヶ
原
岳

(
帰
途
五
ヶ
原

岳
↓
黒
木
↓
大
村
)
集
合
H
市
役

所
前
午
前

6
時
初
分

(
7
時
出
発
)

携
行
品
H
弁
当
・
水
筒
・
軍
手
・

簡

易
雨
旦
(
・
登
山
に
適
し
た
服
装
参

加
費

H
3
0
0
円
(
保
険
そ
の
他
)

申
し
込
み

H
H
月
初
日
ま
で
に
、
大

村
山
岳
会
池
野
(
宮
(
⑪
1
8
5
4
)

※
黒
木
か
ら
の
パ
ス
賃
は
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

ご

室

同

一

何

日

-

1
U
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
松
永
葉
子
(
古
町
2
丁
目
)

印
万
円

V
野
本
節
子
(
上
諏
訪
町
)
叩
万
円

V
冨
山
ア
サ
子
(
武
部
町
)
日
万
円

V
松
下
惇
(
諏
訪
3
丁
目
)
7
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
池
尾
美
津
子
(
杭
出
津
3
丁
目
)
却

万
円
V
馬
渡
ア
ツ
子
(
協
和
町
)
5万
円

V
石
橋
ヨ
シ
エ
(
池
田
2
丁
目
)
日
万
円

V
晦
日
ス
エ
子

会一
一城
町
)
日
万
円

V
田
中
和
子
(東
本
町
)
日
万
円

V
福
嶋
ト
エ
(
水
田
町
)
日
万
円

V
末
次
秋
男
(
植
松
3
丁
目
)
日
万
円

V
山
口
サ
ワ
子
(
陰
平
町
)
却
万
円

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

V
大
島
チ
カ
(
竹
松
本
町
)
5
万
円

福
重
小
学
校
へ

V
山
口
良
三
(
弥
勅
寺
町
)
児
童
用
図
書

日
万
円
相
当

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
松
下
惇
(
諏
訪
3
丁
目
)
3万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
原
歌
謡
ク
ラ
ブ
(
西
部
町
)
叩
万
円

V
中
島
シ
ヅ
ヱ
(
松
原
本
町
)
金
一
封

V
北
和
則
(
玖
島
1
丁
目
)
金
一
封

V
山
崎
憲
臣
(
水
田
町
)
1
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
崎
啓
二
(
今
村
町
)
2
万
円

V
鋪
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
H
3
万
円

文
化
基
金
へ

V
大
村
民
謡
愛
好
会

H
m万
円

大
村
公
園
ヘ

V
大
村
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
H
看
板
8

万
円
相
当

伊
勢
町
公
園
へ

V
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3
3
7
|
C
地
区

3
R
3
Z
H樹
木
9
万
円
相
当

萱
瀬
小
学
校
へ

V
平
田
学
(
宮
代
町
)
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
5

万
5
千
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

V
松
原
小
学
校
育
友
会
H
倉
庫
初
万
5

千
円
相
当

慈
恵
荘
へ

V
中
尾
源

一
(
東
大
村
2
丁
目
)
2
万
円

V
県
立
大
村
高
等
学
校
1
年
目
組
H
1

万
2
千
円

V
獅
子
舞
保
存
会
H
慰
問
・
果
物

V
寿
会
館
H

ワ
ゴ
ン
車

V
日
本
た
ば
こ
産
業
船
H
た
ば
こ

V
明
治
乳
業
肌
棚
上
諏
訪
配
送
セ
ン
タ
ー

H
ゼ
リ
ー

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
い
わ
さ
き
電
器
U
停
電
常
備
灯

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教

室
指
導

V
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室

指
導
V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い
す

磨
き
V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
長
崎
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

日
理
容
奉
仕

V
芳
文
会
リ
慰
問

泉
の
里
へ

V
松
谷
あ
す
か
(
東
大
村
1
丁
目
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
平
山
鶴
夫
(
木
場
1
丁
目
)
冬
瓜

V
獅
子
舞
保
存
会
U
慰
問
・
果
物

V
日
本
た
ば
こ
産
業
蜘
リ
た
ば
こ

V
明
治
乳
業
船
H
ゼ
リ
ー

V
向
陽
幼
稚
園
H
は
り
絵

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
永
測
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

V
芳
文
会
リ
慰
問
・

l
万
円

V
白
浜
ジ
ャ
ギ
1
教
室
リ
慰
問

V
藤
間
勘
巳
満
(
沖
田
町
)
慰
問

V
徳
泉
川
内
町
老
人
会
H
奉
仕

V
立
正
佼
成
会
H

供
養

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童
謡

.
唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
平
地
ミ
ツ
(
宮
代
町
)
5
万
円

V
野
原
フ
ジ
エ
(
多
良
見
町
)
3
万
円

V
獅
子
舞
保
存
会
リ
慰
問

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
本
経
寺
H
か
し
わ
餅

V
鈴
木
則
雄
(
木
場
2
丁
目
)
牛
乳

V
大
村
市
遊
魚
組
合
H
釣
り
招
待
ほ
か

V
谷
本
康
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)
す
い
か

V
田
野
静
子
(
杭
出
津
1
丁
目
)
却
万
円

V
浜
崎
京

一
(
竹
松
本
町
)
日
万
円

V
子
作
り
の
会
ぐ
り
ん
ぴ
l
す
H
9千
8

百
回
円

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
女
性
部
会
リ
1

万
円
ほ
か

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上
曹
会
H

除
草
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
上
曹
会
H
除
草

作
業
V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
上
曹
会
日
除
草

作
業
V
園
田
信
夫
(
寿
古
町
)
う
な
ぎ

V
松
尾
芙
美
子
(
久
原
1
丁
目
)
タ
オ

ル
・
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
・
パ
ス
タ
オ
ル

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
明
治
牛
乳
蜘
東
大
村
販
売
庖
H
ゼ
リ
l

v美
容
室
ヘ
ア
メ
イ
ク
2
M
H
理
容
奉
仕

V
お
話
し
の
会
H
読
み
聞
か
せ

V
割
烹
寿
楽
リ
食
事
招
待

V
黒
木
医
院
H
図
書
5
万
円

大
村
パ

I
ル
ハ
イ
ム
へ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

清
和
国
へ

V
日
本
た
ば
こ
産
業
料
H
た
ば
こ

V
高
原
生
花
屈
U
生
花

V
明
治
乳
業
側
東
大
村
販
売
庖
H

ゼ
リ
l

v岡
本
波
津
(
須
田
ノ
木
町
)
ぞ
う
き
ん

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
野
村
民
江
ほ
か
H
人
H
茶
道
慰
問

V
大
村
市
獅
子
舞
保
存
会
リ
獅
子
舞
慰

問
・
バ
ナ
ナ

V
長
崎
航
空
輸
H

「
敬
老
の
日
」
遊
覧
飛

行
招
待

V
玖
島
中
学
校
3
年
生
日
慰
問

V
池
田
保
育
園
リ
歌
・
指
遊
び
・
踊
り
慰
問

V
親
奉
八
云
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
松

尾
謙
・
末
、
水
辰
夫
・
小
下

一
義
)
理
容
奉
仕
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平成8年11月号広報おおむら

成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 一日相談 市コミセン(旧大村駅前郵便局)

LP 
⑮40歳以上 ⑮血圧測定

1伊
10: 00-16: 00 

明日の親のための学級(6)夜の部「お父さん出
@乳幼児から高校生までの本人および保護者

番ですよPART2J 中地区公民館 18:30-20:00 
⑮健康管理、しつけ、教育、厚生、進路など全般について

⑮母子健康子市長 母乳育児と父親の役割について小児科医師 耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00 

(3日・B初
当番医

17(日日) 
当番医

(内・小)員崎医院 寿古町 合⑮8615 (内・胃)フジイ育腸科クリニック 東本町 まま@8686
(耳・咽)山口耳鼻咽喉科医院 東本町 包@2706 (産) 大村中央産婦人科水主町2丁目fi@3850

白4-目1) 
当番医 健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30
(内) 吉田内科クリニック 本町 fi@l177 

18目日
⑨血圧・コレステロール・貧血・肥満など気にな

(産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町 宮@8355 る人、介護面の相談(保健婦・看護婦による家庭訪

qp 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧ 13:30-15:00 問-市訪問リハビリ ・リハビリ教室・保健福祉サ

⑪小児がん(神間)の検査セット柑します 育児相談 ・ 身長体重ì~~定 ービスについての相談など含む)など⑮健康手帳

67ω 。将日目

妊娠教室(1) 中地区公民館 13:30-16・00

2伊1P 
乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧9:30-11:00

⑮母子健康子I帳 テキスト 「母と子のために」 ⑪小児がん(神経芽)の検査セットを渡します 身長体重視~定・育児相談

リハビリ教室「根気の会J 福祉センター 妊娠教室(3) 中地区公民館 9:30-13・00

13: 30-15: 30⑮「ファンシー子芸j 言語訓練 ⑮母子健康子rl長 エプロン

EP 明日の親のための学級(7) 中地区公民館 3歳児健康診査 大村保健所 ⑧9:15-9:45 
13 :30-16: 00 ⑮母子健康手帳 スラックス 13:00-13:30 ⑮平成5年5月生まれ(平成4

当番医
年11月一5年4月生まれでまだ受けていない人

10(日日) (内・小)中村医院 東本町 fi@2733 2関1日
も受診してくださp)⑮母子健康子rl長・問診票

(眼) 計屋眼科医院 古町1丁目 合@6888
献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

11何日
(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込んでください) リハビリ教室 「根気の会」 福祉センター

⑮母子健康手帳 @ことばの発達が気になる幼児 10: 00-13: 00 ⑪調理実習

一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 当番医
⑪血圧測定 みそ汁ーの塩分濃度測定ほか 2仕3・日初 (内・小)寺井医院 玖島1丁目 fi@3574 

乳幼児健康相談 福祉センタ児uー出E以一小ま一児上すカψん(刷市位山;夜耐4一I討R前[川に徒LZよ住一るて1，叶酬が刷多I) ) 
(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目 合@3070

1伊
⑧9:30-11:00⑮4か月児

2相(日)
当番医

⑧13:30-15:00 QV10か月 位Jγi士円にて歯2科2 (内) 早田内科医院 竹松本町 fi@3530 

子供用の歯ブラシまたはガーゼ(使用中のものでよp) (整) 貞松病院 東本町 fi@1161 

があれば持参してください

22F F 
ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

13P 妊娠教室(2) 中地区公民館 13: 30-16: 00 ⑮@は11日と同様

⑮母子健康子帳 ズボン
妊娠教室(4) 中地区公民館 13: 30-16: 00 

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 ⑮母子健康子l帳

14開日
⑧13:00-13:30 ⑮平成7年4月生まれ(平成6

2伊 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室年11月-7年3月生まれでまだ受けていない人も
受診してくださp)⑮母子健康子帳、問診票、 ⑧13: 00-13: 30 ⑪⑮は14日と同様

タオル、歯ブラシ(母子とも現在使用中のもの) 暗号の説明 ⑧...対象 ⑧…受け付け ⑪…内容

1F 
成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 ⑮持ってくるもの

⑮⑮は 1日と同様 当番医の診療時間 9:00-18:00 

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談くださ p。

人権相談 ( 7 日・木1O:00~ 15: ∞)

行政相談 (14日・木 9:30~12:α)) 

法律相談 ( 18 日・月 10 :∞~15 : α))
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (22 日・金 13 :ω~16: α))

交通事故相談 (26日・火 10 : 収)~16:00)

年金相談 (27日・水 10 : 似)~15:α))
※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

11月の大村ボート ( 2日-6日、 12日-17日.MB大賞競走、 22日-27日・日本財団会長杯争奪戦競走)

健康テレホンサービス
包0958-26-5511

月 かぜの流行
11 火 子の指がまがってきた
の月 水 子どもの腎炎
フー 木 眼内レンズを入れた人の注意

ノ主ヘ 睡く眠す剤りの、習安定慣件剤はに大つ丈い夫て ? 
マ
土日 分娩麻庫(まひ)

竹
月
は
、

市
・
県
民
税
(
3期
)
、国
民
健
康
保
険
税
(
5期
)
の
納
期
で
す
。

什
月
の
定
例
相
談
日

納
期
限
ま
で
巳
近
く
の
金
砲
機
関
巴
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
1
・

大
村
の
特
産
品
を
発
掘
し
よ
う
と
5
月
に
行
わ
れ
た

「第
1
甲
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
」

(大
村
商
工
会
議
所

主
催
)
で
、
最
優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
「
磯
仕

立
て
ひ
じ
き
麺
」

(荒
木
商
会
)
を
紹
介
し
ま
す
。

f
J

シ
リ
ー
ズ

ω
:

合資会社荒木商会

荒木静男さん

「
ほ
ん
と
、
ひ
じ
き
よ
」
と

納
得
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
健

康
志
向
、
海
草
を
使
っ
て
お

い
し
い
麺
を
作
っ
て
み
た

ら
」
と
、
口
癖
の
よ
う
に
二一一口

っ
て
い
た
先
代
社
長
の
ア
イ

デ
ア
が
生
み
の
親
で
あ
り
ま

す
。ち
ょ
う
ど
昨
年
、
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
坂
口
先
生
の
ひ

じ
き
の
加
工
に
つ
い
て
の

講
話
の
中
で
、
繊
維
質
と

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
カ

リ
ウ
ム
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
極
め
て
栄
養
価
の

高
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。こ
の
ひ
じ
き
を
、
使
っ

て
地
域
の
特
産
品
を
作
ろ

う
と
考
え
ま
し
た
。

昭
和
白
年
か
ら
学
校
給

食
会
の
先
生
た
ち
と
い
わ

2
・

J
d

/

J

し
君
、
げ
麺
の
研
究
を
始

第
1
回
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
で
ク
ラ
ン

t

プ
リ
を
受
賞
し
た
磯
仕
立
て
ひ
じ
き
め
、
小
麦
粉
と
海
産
物
を

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

う
ま
く
結
び
つ
け
て
麺
を
作

り
上
げ
る
と
い
う
研
究
の
下

地
が
あ
っ
て
ひ
じ
き
麺
が
で

き
上
が
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ひ
じ
き
の
よ
さ
を
生
か

し
て
、
独
自
の
技
術
、
遠
赤

外
線
を
利
用
し
た
製
法
を
組

み
入
れ
て
つ
く
り
上
げ
た
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

滑
ら
か
で
の
ど
ご
し
が
よ

く
、
こ
し
が
あ
っ
て
栄
養
面

で
優
れ
た
ひ
じ
き
麺
。
全
国

で
も
珍
し
く
、
ま
さ
し
く
大

村
発
特
産
品
と
言
え
る
で
し

ょ
w

つ
。
こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
を

始
め
、
報
道
関
係
、
大
村
浜

屋
、
空
港
ビ
ル
な
ど
各
方
面

の
方
々
、
そ
し
て
市
民
の
皆

様
に
お
世
話
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

更
に
温
か
い
お
力
添
え
を
賜

り
、
地
元
の
特
産
品
の

一
つ

と
し
て
育
て
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

宮
間
@
4
1
1
1
)

「
こ
れ
は
そ
ば
で
す
か
」

「
色
が
そ
ば
に
よ
く
似
て
い

ま
す
ね
」
「
ま
っ
黒
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
」

。
確
か
に
、

「
ひ
じ
き
の
煮
物
」
の
印
象

か
ら
す
る
と
、
そ
の
形
・
姿

は
「
そ
ば
」
で
、
ひ
じ
き
と

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
疑
問

か
ら
の
問
い
か
け
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
麺

を
鍋
で
ゆ
が
く
と
、
そ
こ
は

か
と
な
く
磯
の
香
り
が
漂
い

毎
月
l
回
発
行

ごd5自由府~，肉、d

長寿おめでとうございます

山下又市さん 100歳
贈長
る寿
田を
中祝
助つ
役て
(山
10下
/さ
1ん

皇元
売東
を

山下又市さん(上諏訪町・明治29年生まれ)が10月1日で、

1∞歳を迎えられ、田中助役は同日、自宅を訪れ、祝状-祝

金などを贈り長寿を祝いました。

山下さんは、長男夫婦と孫の5人家族。最近は足が弱り、

床についていることが多くなりましたが、介助があれば歩い

て移動されています。食欲もあり、なんでも食べられ、好物

は「うなぎJだそうです。
田中助役は 「お元気で長生きしてくださpJと声をかけら
れていました。

編
集
/
秘
書
広
報
課

4 

コ
マ
ツ
電
子
金
属

陸
上
競
技
部

コ
マ
ツ
電
子
金
属
蜘
長

崎
工
場
陸
上
競
技
部
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
地

域
貢
献
を
目
的
と
し
て
平

成

4
年
4
月
に
創
部
し
ま

し
た
。
現
在
、
部
員
数
は
日
人

(
定
方
次
男
監
督
)
、
県
内

出
身
者
中
心
の
平
均
年
齢

辺
歳
の
若
い
チ
l
ム
で
す
。

九
州

一
周
駅
伝
大
会
の
県

代
表
選
手
入
り
、
チ
ー
ム

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
側

と
し
て
初
め
て
出
場
す
る

九
州
実
業
団
駅
伝
で
の
上

位
進
出
を
目
標
に
、
朝
・

タ
の
練
習
に
取
り
組
み
、

月
間
平
均
8
0
0
凶
の
走

り
込
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
大
村
市
に
コ
マ
ツ
電

子
金
属
陸
上
部
あ
り
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

10月1日現在
( )内は前月比

-20-

26.986 
(+71) 

世帯数41，826 
(+90) 

女38.645 
(+46) 

自
プコ80，471 

(+136 ) 
人口
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